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令 和 5 年 　 第 4 回 敦 賀 市 議 会 定 例 会

　９月８日から１０月１１日まで開催された令和５年第４回定例会では、全２２件の議案を審議しま
　した。

審 議 結 果 一 覧

議案番号 件　　名 付託委員会 結果

第５４号議案 　令和５年度敦賀市一般会計補正予算（第５号） 予算決算 10/11　可決

第５５号議案 　令和５年度市立敦賀病院事業会計補正予算（第１号） 予算決算 10/11　可決

第５６号議案 　敦賀駅東口駅前広場の設置及び管理に関する条例制定の件 産経建設 10/11　可決

第５７号議案 　敦賀駅東口駐車場の設置及び管理に関する条例制定の件 産経建設 10/11　可決

第５８号議案 　敦賀市白銀駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正の件 産経建設 10/11　可決

第５９号議案 　敦賀市手数料徴収条例の一部改正の件 総務民生 10/11　可決

第６０号議案 　令和４年度敦賀市歳入歳出決算認定の件 予算決算 10/11　認定

第６１号議案 　令和４年度市立敦賀病院事業決算認定の件 予算決算 10/11　認定

第６２号議案 　令和４年度敦賀市水道事業利益剰余金処分の件 産経建設 10/11　可決

第６３号議案 　令和４年度敦賀市水道事業決算認定の件 予算決算 10/11　認定

第６４号議案 　令和４年度敦賀市下水道事業利益剰余金処分の件 産経建設 10/11　可決

第６５号議案 　令和４年度敦賀市下水道事業決算認定の件 予算決算 10/11　認定

第６６号議案 　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める件 － 10/11　同意

第６７号議案 　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める件 － 10/11　同意

第６８号議案 　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める件 － 10/11　同意

第６９号議案 　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める件 － 10/11　同意

報告第１３号 　継続費精算報告の件（令和４年度敦賀市一般会計） － 9/8
報告のみ

報告第１４号 　健全化判断比率の報告の件 － 9/8
報告のみ

報告第１５号 　資金不足比率の報告の件 － 9/8
報告のみ

報告第１６号 　公立大学法人敦賀市立看護大学の令和４年度業務実績に関する評価結果の
報告の件 － 9/8

報告のみ

請願第３号 　「健康保険証を持てない人」をつくり出す健康保険証廃止の中止を求める
　   請願 総務民生 10/11

不採択

請願第４号 　消費税インボイス制度の実施中止を求める請願 総務民生 10/11
不採択
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◎
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
推
進

事
業
費

　
　

こ
の
制
度
導
入
の
具
体
的
な
時
期
と
、

導
入
後
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　

導
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て

11
月
１
日
を
考
え
て
い
る
が
、
県
の
制
度
導

入
が
そ
れ
よ
り
早
く
な
る
場
合
に
は
、
県
と

市
で
対
応
に
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
準
備
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
導
入
後

に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
営
住
宅
の

入
居
の
申
込
み
、
税
証
明
の
申
請
、
市
立
敦

賀
病
院
で
の
入
院
、
医
療
に
関
す
る
同
意
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
道
の
駅
整
備
検
討
事
業
費

　
　

調
査
発
注
に
当
た
り
、
敦
賀
の
道
の
駅

と
し
て
必
要
と
考
え
る
機
能
や
併
設
施
設

等
、
ど
の
よ
う
な
条
件
や
仕
様
で
発
注
す
る

考
え
で
あ
る
か
伺
う
。

　
　

近
年
、
道
の
駅
は
、
地
方
創
生
の
拠
点

と
し
て
、
観
光
や
防
災
な
ど
求
め
ら
れ
る
機

能
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
回
の
調
査

で
は
、
市
内
で
の
代
替
性
や
需
要
と
い
っ
た

要
素
を
洗
い
出
し
た
上
で
、
敦
賀
市
に
必
要

な
機
能
を
限
定
せ
ず
に
一
か
ら
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
事
業
で
は
、
敦
賀
市
の

現
況
を
整
理
分
析
し
、
課
題
の
抽
出
や
、
道

の
駅
機
能
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ
ッ
ト
の

検
討
を
行
う
基
礎
的
な
調
査
と
、
市
内
外
の

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
つ

く
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ

る
か
と
い
う
具
体
的
な
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
一
次
産
業
発
展
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
一
次
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
機
能

と
い
う
内
容
も
仕
様
書
に
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
敦
賀
駅
東
口
駅
前
広
場
等
管
理
費

　
　

年
間
の
管
理
費
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
年
間
ど
れ
ぐ
ら
い
収
入
が
あ
り
、
一

般
財
源
は
幾
ら
必
要
と
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

駅
前
広
場
に
関
し
て
は
年
間
で
約

3
４
０
０
万
円
の
管
理
費
を
見
込
ん
で
い

る
。
収
入
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
と
こ
ろ

は
23
万
円
だ
け
で
あ
り
、
約
3
４
０
０
万

円
が
、
市
の
持
ち
出
し
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
東
口
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
約

1
９
０
０
万
円
の
収
入
を
見
込
み
、
駐
車
場

の
管
理
費
は
年
間
3
０
０
万
円
と
算
定
し
て

問

３

問 問答答

問答

会派名
議員名

議案番号

無 無 無

河
瀬
太
治

高
城
庄
佑

縄
手
博
和

川
端
耕
一

浅
野
好
一

大
石
修
平

中
野
史
生

田
中
和
義

馬
渕
清
和

有
馬
茂
人

山
本
武
志

豊
田
耕
一

今
川

博

松
宮

学

中
道
恭
子

大
塚
佳
弘

三
田
村
崚

北
條

正

吉
田
隆
昭

籠
太
一
朗

橋
本
彬
穂

第54号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第57号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第60号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第3号 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 × × × × × × ×

請願第4号 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇

公明党 崚正会

議
長

市政会 市民クラブ
日本共産党
敦賀市会
議員団

山
本
貴
美
子

　賛成・反対の双方があった議案等については以下のとおりです。（賛成：〇、反対：×、欠席：欠）

賛否が分かれた議案一覧

質
　
疑

　
　
予 

算 

決 

算

常
任
委
員
会
　
　

［
第
54
号
議
案
］

 

令
和
５
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

常 任 委 員 会 審 査 報 告
　常任委員会は、 本会議での議決 （最終意思決定） の前に、
議案や請願などを詳細に審査する場です。
※ 「予算決算常任委員会」 からが常任委員会審査報告になります。

※議長は採決に加わっていません。　無：無所属
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お
り
、
約
1
６
０
０
万
円
が
プ
ラ
ス
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
駅
前
広
場
と
東
口
駐
車

場
を
合
計
す
る
と
、
約
1
８
０
０
万
円
が
一

般
財
源
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

◎
西
公
民
館
建
設
事
業
費

　
　

測
量
箇
所
の
現
況
測
量
と
用
地
測
量
の

具
体
的
な
場
所
を
伺
う
。

　
　

松
栄
町
地
係
の
現
況
測
量
の
場
所
は
、

現
在
の
市
立
敦
賀
病
院
の
第
３
駐
車
場
用
地

で
、
敦
賀
病
院
の
西
側
に
あ
る
ロ
ー
ソ
ン
の

道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
の
駐
車
場
で
あ
る
。

そ
の
土
地
を
西
公
民
館
の
移
転
先
と
し
て
予

定
し
て
い
る
。
次
に
、
三
島
町
地
係
の
用
地

測
量
は
、
敦
賀
病
院
駐
車
場
の
代
替
地
と
し

て
新
た
に
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
用
地

で
あ
り
、
個
人
の
土
地
の
た
め
具
体
的
な
場

所
は
お
答
え
で
き
な
い
が
、
病
院
周
辺
で
現

在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

敦
賀
駅
東
口
駅
前
広
場
等
管
理
費
に

つ
い
て
は
、
本
来
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
管
理
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
事
業
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
。

　
　
　

物
価
高
騰
へ
の
配
慮
の
予
算
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
、
道
の
駅
の
検
討

を
含
め
き
め
細
か
い
補
正
予
算
と
な
っ
て
い

る
の
で
賛
成
。

　

　
賛
成
多
数

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

◎
移
住
定
住
促
進
事
業
費

　
　

移
住
者
全
体
の
数
と
し
て
は
、
年
々
増

加
の
推
移
に
あ
る
と
思
う
が
、
寄
与
し
て
る

施
策
は
何
と
分
析
評
価
し
て
い
る
か
伺
う
。

 　
　

社
会
動
態
は
依
然
と
し
て
減
少
を
続
け

て
い
る
が
、
転
入
者
数
に
つ
い
て
は
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
に
寄
与
し
た
主
な
施
策
は
、

移
住
定
住
促
進
事
業
や
定
住
促
進
住
宅
改
修

等
支
援
事
業
と
い
っ
た
直
接
的
な
移
住
者
数

の
増
加
に
貢
献
し
た
施
策
の
ほ
か
、
企
業
誘

致
や
ｏ
ｔ
ｔ
ａ
（
オ
ッ
タ
）
の
供
用
開
始
な

ど
、
雇
用
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
施
策
な

ど
も
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
つ
の
施
策
と
い
う
よ
り
、
様
々
な
施
策
に

よ
っ
て
、
令
和
４
年
の
転
入
者
増
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

全
庁
的
な
取
組
の
中
で
、
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
車
載
器
開

発
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　

本
事
業
は
嶺
南
全
体
で
の
取
組
と
し

て
、
各
市
町
に
お
い
て
開
発
し
た
Ｉ
Ｃ
車
載

器
に
、
嶺
南
広
域
行
政
組
合
が
構
築
し
た

シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
む
流
れ
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
度
中
に
は
Ｉ
Ｃ
車
載
器
の
開

発
及
び
製
造
ま
で
行
っ
た
。
今
年
度
は
Ｉ
Ｃ

車
載
器
に
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
み
、
バ
ス
へ

の
設
置
を
行
い
、
新
幹
線
敦
賀
開
業
ま
で
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

◎
重
層
的
支
援
体
制
移
行
準
備
事
業
費

　
　

重
層
的
支
援
体
制
推
進
会
議
及
び
つ
る

が
つ
な
ぐ
会
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
事
項
を

伺
う
。

　
　

重
層
的
支
援
体
制
推
進
会
議
で
は
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
係
る
新
規
事
業

の
立
ち
上
げ
や
要
綱
の
制
定
な
ど
、
多
機
関

協
働
に
よ
る
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
た
方
針
決
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
つ
る
が

つ
な
ぐ
会
議
で
は
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え

た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
支
援
機
関
で
協
議
を

行
い
、
各
支
援
機
関
の
支
援
内
容
等
を
明
記

し
た
プ
ラ
ン
の
作
成
、
評
価
を
行
っ
た
。

　
　

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
よ
る
経
済
効
果

と
し
て
、具
体
的
な
数
値
は
出
て
い
る
の
か
。

　
　

県
が
試
算
し
た
数
値
で
あ
る
が
、
ウ
エ

ス
テ
ル
ダ
ム
寄
港
の
経
済
効
果
と
し
て
、
約

3
５
０
０
万
円
の
直
接
的
な
効
果
が
あ
っ

た
。

　
　
　

一
定
所
得
の
子
育
て
家
庭
の
児
童
手

当
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
食
文
化
ス
ト
ー

リ
ー
創
出
・
発
信
事
業
費
は
必
要
が
な
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
。

　
　
　

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
き
め
細
や
か

な
予
算
や
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
て

の
周
辺
整
備
な
ど
の
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
評
価
し
た
い
こ
と
か
ら
賛

成
。

　
賛
成
多
数

　

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

　

第
60
号
議
案　

令
和
４
年
度
敦
賀
市

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件
ほ
か
３
件
の

決
算
案
件
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　４

問 答 問

問答

答

問

答

採
　
決

質
　
疑

問

答

反
対

［
第
60
号
議
案
］ 

令
和
４
年
度
敦
賀
市
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

決
算
認
定

討
　
論

反
対

賛
成

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
促
進
事
業

費

討
　
論

賛
成採

　
決

◎
み
な
と
賑
わ
い
推
進
事
業
費

常 任 委 員 会 審 査 報 告
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市
に
飼
い
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
方

も
い
る
と
思
う
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
登

録
数
が
上
が
る
見
込
み
は
あ
る
か
。

　
　

犬
の
登
録
と
し
て
、
飼
い
主
の
情
報
な

ど
基
礎
情
報
の
国
へ
の
登
録
と
、
自
治
体
へ

の
狂
犬
病
の
登
録
と
い
う
２
種
類
の
登
録
が

必
要
で
あ
る
が
、
基
礎
情
報
の
登
録
に
つ
い

て
は
、令
和
４
年
６
月
よ
り
、ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
や
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
犬
へ
の
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
装
着
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
犬
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
国
に
登
録
さ
れ
た

基
礎
情
報
が
、
シ
ス
テ
ム
を
経
て
本
市
に
も

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
狂
犬
病
の

登
録
漏
れ
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。

　

全
会
一
致

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
し
て

は
、
自
治
体
や
デ
ジ
タ
ル
庁
で
の
情
報
ミ
ス

な
ど
問
題
が
多
く
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
も
立
て
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
一
方
で
、
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
よ

り
個
人
が
受
け
る
利
益
も
大
き
い
た
め
、
中

止
で
は
な
く
延
期
等
に
よ
り
問
題
を
解
決
し

な
が
ら
進
め
る
べ
き
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

利
用
登
録
者
数
は
、
９
月
10
日
時
点
で

６
７
４
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、
今
後
利
用

が
拡
大
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
る
が
、

医
療
機
関
や
薬
局
で
の
シ
ス
テ
ム
導
入
が
追

い
付
い
て
い
な
い
こ
と
な
ど
課
題
が
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告
が

自
動
入
力
で
き
る
こ
と
や
、
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
の
手
続
き
が
簡
素
化
で
き
る

こ
と
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
少
な
く
な
い
た
め
、

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
つ
つ
、
課
題
に
は
し
っ

か
り
向
き
合
う
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

　
賛
成
な
し

　
　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

公
平
、
公
正
に
消
費
税
が
納
税
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
が
、
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
小
規
模
事
業
者
等
の

免
税
事
業
者
に
対
す
る
支
援
制
度
を
し
っ
か

り
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
10
月
１
日
の
開
始
に
向
け
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
の
中
止
は
逆

に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

弱
者
へ
の
支
援
を
見
据
え
な
が
ら
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

年
間
２
４
０
０
億
円
の
税
収
が
入
り
、
本
来

の
あ
る
べ
き
姿
に
戻
る
も
の
で
あ
る
。
痛
み

は
伴
う
が
、
免
税
事
業
者
等
の
弱
者
の
救
済

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
市
が
し
っ
か
り
注

視
し
つ
つ
、
制
度
は
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
約

２
４
０
０
億
円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
実
施
に
あ
た
り
約
４
兆
円
の
経

費
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど

の
税
金
を
使
っ
て
ま
で
制
度
を
実
施
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

　
賛
成
少
数

　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

市
外
の
方
が
営
利
、
営
業
、
宣
伝
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
目
的
で
緑
地
広
場
等
を

使
用
す
る
場
合
、
使
用
料
は
ど
れ
だ
け
加
算

さ
れ
る
の
か
。

　
　

営
業
等
に
関
わ
る
も
の
は
使
用
料
の

１
・
５
倍
で
、
さ
ら
に
市
外
の
方
の
使
用
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
１
・
３
倍
す
る
た
め
、
結

果
的
に
１
・
９
５
倍
と
な
る
。

　
　

使
用
料
の
区
分
に
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲

示
と
あ
る
が
、
ど
こ
に
掲
示
で
き
る
の
か
。

　
　

駅
前
広
場
に
設
置
し
て
い
る
キ
ャ
ノ

ピ
ー
の
壁
柱
に
、
Ｂ
１
サ
イ
ズ
ま
で
の
ポ
ス

タ
ー
が
掲
載
で
き
る
枠
を
設
け
て
お
り
、
そ

ち
ら
に
掲
示
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

５

答

反
対

採
　
決

質
　
疑

　
　
産 

経 

建 

設

常
任
委
員
会
　
　

［
第
56
号
議
案
］ 

敦
賀
駅
東
口
駅
前
広
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

答答 問問

意
見

　
　
総 

務 

民 

生
常
任
委
員
会
　
　

［
第
59
号
議
案
］ 

敦
賀
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

の
件

［
請
願
第
３
号
］ 

「
健
康
保
険
証
を
持
て
な
い
人
」
を
つ
く

り
出
す
健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
を
求
め

る
請
願

採
　
決

採
　
決

討
　
論

討
　
論

質
　
疑

意
見

反
対

意
見

賛
成

問

［
請
願
第
４
号
］ 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
請
願

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
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緑
地
広
場
等
の
使
用
料
で
１
平
方
メ
ー

ト
ル
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り
５
円
と
あ
る

が
、緑
地
広
場
の
想
定
平
米
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

緑
地
広
場
は
、
最
大
で
約
１
９
０
平
米

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

駅
西
口
の
広
場
の
管
理
運
営
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が

行
っ
て
い
る
が
、
駅
東
口
の
広
場
で
は
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

駅
西
口
の
広
場
は
、
オ
ル
パ
ー
ク
と
併

せ
て
同
じ
指
定
管
理
の
手
法
で
運
営
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
判
断
の
も
と
で
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
今
回
、
駅
東
口
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
直
営
で
も
っ
て
開
業
を

ト
ラ
ブ
ル
な
く
迎
え
、
ま
た
、
何
か
発
生
し

た
際
に
は
レ
ス
ポ
ン
ス
を
よ
く
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
様
子
を
見
て
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

駅
東
口
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
敦
賀
市
の
多
額
の
管
理
費
負
担
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

　
　
　

駅
東
口
駅
前
広
場
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
条
例
制
定
す
る
こ
と
は
、
心
地
よ
く
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

　

賛
成
多
数

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

駐
車
料
金
に
つ
い
て
、
駅
前
立
体
駐
車

場
及
び
白
銀
駐
車
場
で
は
１
時
間
以
内
は
無

料
で
、
１
時
間
を
超
え
る
と
１
時
間
ご
と
に

１
０
０
円
で
あ
る
が
、
駅
東
口
駐
車
場
で
は

30
分
以
内
は
無
料
で
、
30
分
を
超
え
る
と
30

分
ご
と
に
１
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
料
金
体
系
に
違
い
が
あ
る
の
か
。

　
　

駅
東
口
駐
車
場
の
駐
車
料
金
の
無
料
時

間
を
１
時
間
で
は
な
く
30
分
と
し
た
理
由
と

し
て
、
駅
東
側
の
駐
車
場
利
用
者
は
、
１
日

以
上
の
長
時
間
利
用
者
を
想
定
し
て
お
り
、

短
時
間
の
利
用
料
金
を
駅
西
側
よ
り
高
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
時
間
利
用
者
を
駅
西

側
に
誘
導
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
よ
う
に
設

定
し
た
。

　
　

障
害
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
３
台
分
に
つ

い
て
、
幅
3
・
５
メ
ー
ト
ル
で
、
乗
降
用
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
の
は
片
側
の
み
か
。
乗
降
用

ス
ペ
ー
ス
は
両
サ
イ
ド
に
あ
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
よ
う
な
区

画
線
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
指
針
に
基
づ
き
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
３
・
５
メ
ー
ト
ル
幅
で
設
定

し
て
い
る
。隣
の
車
が
重
な
ら
な
い
場
合
は
、

両
側
の
乗
降
用
ス
ペ
ー
ス
を
共
用
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
障
害
者
の
駐
車
台
数
３
台
分
に
つ

い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
規
定
に
基
づ

き
確
保
し
て
い
る
。　

全
会
一
致

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
得
に
な
る
の
か
。

　
　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
現

行
、
６
０
０
０
円
相
当
分
を
５
０
０
０
円
で

販
売
し
て
い
る
も
の
を
、
今
回
の
改
正
に
伴

い
、
７
０
０
０
円
相
当
分
を
６
０
０
０
円
で

販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
割
引
率
は
約
17
％

か
ら
約
14
％
に
下
が
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
、
白
銀
駐
車
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
こ
れ
ま
で
の
１
日
当
た
り
最
大
料
金

１
８
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
に
改
め
る
こ
と

に
よ
り
、
７
０
０
０
円
相
当
分
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
10
日
分
の
回
数
券
に
置
き
換
え

る
と
、
こ
れ
を
６
０
０
０
円
で
購
入
で
き
る

た
め
、
事
実
上
１
日
当
た
り
の
駐
車
料
金
を

７
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
に
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
形
に
体
系
を
直
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
　

ｏ
ｔ
ｔ
ａ
（
オ
ッ
タ
）
ま
で
行
っ
て
も
、

白
銀
駐
車
場
の
場
所
が
分
か
り
に
く
い
。
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
、
何
か
対
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

今
回
整
備
す
る
駅
東
口
の
駐
車
場
も
合

わ
せ
て
、
駅
東
・
駅
西
合
わ
せ
て
少
な
く
と

も
３
か
所
の
駐
車
場
に「
満
車
」「
空
車
」「
混

雑
」
と
、
混
雑
状
況
を
示
す
よ
う
な
看
板
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
白
銀
駐
車
場
を
案
内
す
る
看
板
も

何
か
所
か
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
全
会
一
致

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　６

採
　
決

質
　
疑

問

問答

［
第
58
号
議
案
］ 

敦
賀
市
白
銀
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

答 答 問

採
　
決

答答 問 問

討
　
論

反
対

［
第
57
号
議
案
］ 

敦
賀
駅
東
口
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

採
　
決

質
　
疑

答 賛
成

問
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７

 総務民生常任委員会は 10 月 1６ 日から 1８ 日まで
行政視察を行いました。
 １日目は群馬県富岡市のデマンド型乗合タク
シー「愛タク」について視察しました。愛タクは
市内全域を毎日午前８時から午後５時まで運行し
ています。乗降予約のある停留所間を複数乗客の
相乗りにより、ICT（情報通信技術）を使って最も
効率的なルートで運行する「区域運行方式」を採
用しています。運賃は、市民は誰でも 1 回の乗車
が１００円です。
 ２日目は埼玉県志木市でデマンド交通について
視察しました。運営主体は志木市内のタクシー会
社３社で貸し切り制を採用しています。利用料
金は３００円、５００円、１０００円の三段階
制を採用しています。利用者数は令和４年度で
４４８３７件となっています。
 ３日目は神奈川県藤沢市の藤沢サスティナブル
スマートタウンを視察しました。住宅５６０戸す
べてに太陽光パネル、蓄電池、エネファーム、ホー
ムエネルギーマネジメントシステムを備えて各戸

でエネルギ―マネジメントを行っています。街全
体でもコミュニティソーラーの設置やカーシェア
リング、シェアリングバイク、郵便物の集中配送
を行い、CO２排出削減や再生可能エネルギー利用
の目標数値を掲げ、環境意識の高い住人が集う仕
組みを構築していました。

総務民生常任委員会（10 月 1６ 日～ 1８ 日）

視 察 報 告行 政

 産業建設常任委員会では、敦賀市のまちづくりの参
考にするため、10 月 23 日から 24 日にかけて、山口県
周南市、京都府綾部市を行政視察しました。
 周南市の「道の駅ソレーネ周南」は、国道２号沿い
に立地し、山陽自動車道徳山西 IC から自動車で約１分
と近く周南市の西の玄関口として、道路利用者が快適
に休憩できる場所を提供し、道路・観光の情報と周南
ブランドを全国に発信しています。また、周南市のア
ピール・農林水産業の振興や地域の活性化を目的とし
ています。地元 11 団体による協議会が指定管理者とし
て運営しており、収入はテナント料とテナント手数料
で、令和４年度の年間売り上げは 7.2 億円・年間客数
は 70 万人です。指定管理料として非営利部分の管理費
のみが支払われています。
 平成 2８ 年１月に「道の駅」内に高齢者等の相談窓
口を設置、バス停の整備を行い地域住民の生活サポー
ト体制を構築し重点「道の駅」にも選定されています。
また、令和３年には防災と災害支援拠点となる「防災
道の駅」にも選定されています。道の駅の設置を検討
中の敦賀市においても大いに参考になりました。

 綾部市では、就農支援として、親元で就農を希望す
る方を対象とした最大 120 万円を支給する「農業後
継者就農支援事業」や京野菜の生産者育成、大規模生
産により農業生産基盤の確立を図る「農業生産法人株
式会社農夢」の設立等、綾部市独自の支援にも取り組
んでいました。今後は、京都府フードテック構想に
おいて綾部市に農業を集約させる計画があり、全国
的な課題に取り組む姿勢は大いに参考になりました。

産経建設常任委員会（10 月 23 日～ 2４ 日）

周南市「道の駅ソレーネ周南」見学の様子

藤沢サスティナブルスマートタウンにて
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 文教厚生常任委員会では、今ある課題に対応す
ることを目的とし、10 月 1６ 日から 1８ 日にかけて
奈良県生駒市及び葛城市、兵庫県芦屋市、三重県
伊賀市を行政視察しました。
 生駒市と伊賀市では、各分野が連携して包括的
な支援を行う「重層的支援体制整備事業」につい
て調査。生駒市においては、市内各地に相談窓口
を設けるほか、地域のつながりの中で伴走支援を
行う「わがごと会議」を開催するなど、「まちぐるみ」
で取り組みを進めていました。
 また、伊賀市においては、相談の取りこぼしが
ないよう取り組んでいることや市と社会福祉協議
会が緊密に連携しつつ、「自立支援」に関しても多
くの機関が参加していました。両市の事例を参考
に、敦賀市に適している方法を見極めながら提言
していきたいと思います。
 次に芦屋市では、「芦屋市コミュニティスクール

（以下、コミスク）」について調査し、小学校区単
位で設置する「コミスク」においては、学校を開
放し、自治会や町内会、老人会、子ども会などの
各団体と文化・スポーツ団体などがともに連携し、

それぞれ協力しながら盛んに活動されていること
を確認しました。少子高齢社会における地域活動、
生涯学習のあり方として大変参考になりました。
 最後に、葛城市では、調理規模が敦賀とほぼ同
じで平成 27 年に新設、運営を開始している「給食
センター建替」について調査し、整備に関する基
本方針から始まり、「安全で安心」の学校給食運営
や衛生・設備管理（アレルギー対応含）、地産地消
の取り組みまで説明を受けました。敦賀市におい
ては今後、建替えに向けた詳細検討に入ることか
ら、今回の視察で得たことを生かしていきます。

議会運営委員会では、議会改革の一環として検討
を進めている「タブレット導入」及び「委員会のイ
ンターネット配信」について、８月 17 日に越前市と
坂井市、10 月 27 日には滋賀県長浜市を行政視察し
ました。
「タブレット導入」について調査した越前市では、

導入目的にあった効率的且つ迅速な議会運営と議案
審議につながっていることや一般質問の場でもタブ
レットを使用し資料をモニター表示するなど、有効
に活用されていることを確認しました。

また、坂井市では、完全ペーパレス化を最大のメ
リットとしつつ、日常の議員活動においても、市民
からの質問に対し、タブレット内の写真や図面など
を利用して説明することができるようになったとの
評価を伺いました。

長浜市ではまず「タブレット導入」に関し、議員
の利便性のみならず、傍聴者への配慮を含めた議場
の設備更新を行っていること、「委員会のインター
ネット配信」では、常任委員会や議会運営委員会、
特別委員会を配信したことにより、市民より委員会
に対するご意見をいただけるようになったとの状況

を説明いただきました。
視察で得た知見を踏まえ、敦賀市議会の議会改革

に資するよう、今後の検討に生かしてまいります。

文教厚生常任委員会（10 月 1６ 日～ 1８ 日）

議会運営委員会（８月 17 日、10 月 27 日）

葛城市学校給食センターにて

長浜市にて
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敦
賀
発
電
所
の
敷
地
近
傍
に
あ
る
浦
底

断
層
に
つ
い
て
、市
と
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

浦
底
断
層
に
つ
い
て
は
、
敷
地
近
傍
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
の
揺
れ
を
ど
う
い
う

形
で
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
原
子
力
規

制
委
員
会
も
主
要
な
論
点
と
し
て
挙
げ
て
お

り
、
審
査
が
進
め
ば
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
今
後
の
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

地
域
振
興
に
係
る
拠
点
整
備
に
向
け
た

具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
試
験

研
究
炉
以
外
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
。

　
　

１
０
０
０
名
の
雇
用
維
持
を
含
め
て
、

国
や
原
子
力
機
構
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
大
前
提
と
考
え
て
お
り
、
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
や
企
業
の
試
験
研
究

炉
の
利
用
促
進
に
よ
っ
て
、
産
学
一
体
と

な
っ
た
地
域
振
興
を
今
後
も
引
き
続
き
求
め

て
い
き
た
い
。

　
　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的
に
示

す
よ
う
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

来
年
度
の
概
算
要
求
に
お
い
て
、
設
計

計
画
の
策
定
や
地
質
調
査
と
い
っ
た
も
の
が

具
体
化
さ
れ
る
予
定
で
、
設
置
許
可
の
申
請

時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
中
に
示
す
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
来
年
度
に
向
け
て
具
体

化
さ
れ
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
具

体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
求
め
て
い
く
と
い

う
形
に
な
る
。

　
　

今
年
開
か
れ
る
原
子
力
防
災
訓
練
の
敦

賀
市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

福
井
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
は
、
10

月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
２
日
間
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
高
浜
発
電
所
１
号
機
に

お
い
て
発
災
し
た
と
い
う
想
定
で
、
敦
賀
市

と
し
て
は
、
高
浜
発
電
所
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
で
あ
る

お
お
い
町
か
ら
の
避
難
住
民
を
受
け
入
れ
る

住
民
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

今
回
、
敦
賀
市
は
受
け
入
れ
る
側
と
な

る
が
、
避
難
訓
練
を
市
民
に
見
て
も
ら
う
な

ど
研
修
の
よ
う
な
機
会
は
あ
る
の
か
。

　
　

関
係
者
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
防
災

士
会
や
看
護
大
学
の
学
生
な
ど
に
も
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
回
の
訓
練
で
、
敦
賀
市
と
し
て
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　

避
難
を
受
け
入
れ
る
側
と
し
て
の
課
題

を
つ
か
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
敦
賀
市
の

県
外
の
避
難
先
で
あ
る
奈
良
県
に
も
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
避

難
の
手
順
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
円
滑
な
避
難
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

各
工
事
等
の
進
捗
に
つ
い
て
軌
道
、

電
気
、
機
械
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

９
月
25
日
で
駅
舎
の
建
築
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
、
６
月
議
会
の
時
点
で
は
進
捗
率
の
低

か
っ
た
配
線
器
具
取
付
や
改
札
機
の
設
置
な

ど
の
工
事
は
大
幅
に
進
捗
し
て
い
る
こ
と
、

９
月
23
日
に
試
験
車
両
の
走
行
が
実
施
さ

れ
、「
イ
ー
ス
ト
・
ア
イ
」
が
敦
賀
駅
に
初

入
線
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

現
時
点
で
の
懸
念
事
項
は
あ
る
の
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
、
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
懸

念
事
項
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
　

予
定
ど
お
り
８
月
か
ら
排
水
構
造
物

等
の
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
２
次
盛
土
に

つ
い
て
は
、
緑
化
空
間
の
一
部
を
除
い
て
８
月

末
に
完
了
し
た
こ
と
、
10
月
か
ら
は
工
事
進
入

ル
ー
ト
を
切
り
替
え
、
緑
化
空
間
の
堤
防
上
の

盛
土
や
駐
車
場
の
工
事
を
進
め
て
い
く
計
画

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

工
程
表
で
は
工
期
が
３
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
、
工
事
自
体
は
２
月
で
完
了
し
３

月
に
は
完
成
検
査
を
残
す
の
み
と
な
る
の

答

問

問

問

答

　９

答

問

問

答

答

質
　
疑

報
告

　
　
原
子
力
発
電
所

特 

別 

委 

員 

会
　
　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
関
係

そ
の
他
の
関
係

質
　
疑

問 駅
前
広
場
整
備
に
つ
い
て

質
　
疑

問答

新
幹
線
対
策
　
　
　
　

　
　
　
　
特 

別 

委 

員 

会

北
陸
新
幹
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

原
子
力
防
災
関
係

質
　
疑

報
告質

　
疑

問答

特 別 委 員 会 中 間 報 告　特別委員会とは、特定の案件について集中的に審査する必要

がある場合に、議会の議決によって設置される委員会です。
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か
、
も
し
く
は
工
事
の
完
了
が
３
月
に
入
っ

て
し
ま
う
の
か
。

　
　

実
工
程
に
つ
い
て
は
、
２
月
中
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。
完
成
検
査
等
、
書
類
等

の
手
続
が
残
る
た
め
３
月
に
も
入
っ
て
し
ま

う
が
、
現
場
に
つ
い
て
は
２
月
末
で
何
と
か

仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
の
運
賃
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
の
現
行
運
賃
と
比
較
し
、
普
通
運

賃
、
通
勤
定
期
、
通
学
定
期
が
値
上
が
り
す

る
こ
と
、
近
隣
先
行
県
の
鉄
道
会
社
の
状
況

と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
開
業
６
年
目
に
運
賃

を
値
上
げ
す
る
計
画
の
と
こ
ろ
、
利
用
者
数

の
増
加
や
経
営
改
善
策
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
黒
字
経
営
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

運
賃
の
値
上
げ
を
延
期
し
て
お
り
、
ハ
ピ
ラ

イ
ン
ふ
く
い
に
お
い
て
も
、
利
用
促
進
策
に

取
り
組
み
、
利
用
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
車
両
の
デ

ザ
イ
ン
が
決
定
し
た
こ
と
、
ハ
ピ
ラ
イ
ン

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
募
集
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
　

近
隣
先
行
県
の
鉄
道
会
社
が
黒
字
経
営

と
な
っ
た
理
由
を
わ
か
る
範
囲
で
伺
う
。

　
　

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
と
し
て
駅
の
駐

車
場
を
拡
充
し
た
こ
と
、
新
駅
の
設
置
、
ダ

イ
ヤ
編
成
と
し
て
特
急
が
走
ら
な
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
で
の
増
便

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
黒
字
に
な
っ
た
要
因

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

ご
み
収
集
車
両
の
円
滑
な
運
搬
の
た

め
整
備
を
進
め
て
い
た
市
道
原
９
号
線
の
工

事
が
完
了
し
、
現
在
、
ご
み
収
集
車
の
運
搬

ル
ー
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

10
月
ご
ろ
か
ら
事
業
者
が
追
加
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
櫛
川
最
終
処
分
場
水
処
理
施

設
の
解
体
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
年
内
を

目
途
に
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
追
加
に
な
っ
た
理

由
は
。

　
　

こ
の
事
業
の
入
札
公
告
に
際
し
、
市
で

も
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
で
設
計
、
建
設
、
運
営
を
一
体
的

に
任
す
た
め
、
事
業
者
側
の
判
断
で
、
よ
り

精
度
の
高
い
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
　

自
動
精
算
機
で
の
支
払
い
方
法
は
ど
う

な
る
の
か
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
使
え
る
の
か
。

　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
も
考
え
て
い
る

が
、
事
業
者
と
協
議
中
で
あ
る
。

　
　
　

９
月
補
正
予
算
で
は
物
価
高
騰
や
賃

金
水
準
の
変
動
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド

条
項
等
の
適
用
や
、
設
計
変
更
に
よ
る
増
額

な
ど
を
計
上
し
、
来
年
度
へ
の
工
期
延
長
が

必
要
な
た
め
、
令
和
６
年
度
へ
の
繰
越
し
の

予
算
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

ど
れ
ぐ
ら
い
硬
岩
が
あ
っ
た
か
。ま
た
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
十
分
し
た
が
、
不
慮
の

こ
と
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
に
関
す
る
見
解
は
。

　
　

全
体
の
掘
削
量
約
30
万
立
方
メ
ー
ト
ル

に
対
し
、
硬
岩
は
約
４
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
平
成
29
年

度
の
基
本
計
画
、
基
本
設
計
業
務
で
実
施

し
て
い
る
が
、
実
際
に
工
事
を
進
め
る
中

で
、
広
大
な
敷
地
で
あ
る
こ
と
や
、
掘
り
下

げ
て
い
っ
た
と
き
の
岩
の
高
さ
も
一
定
で
は

な
く
、
ポ
イ
ン
ト
的
に
高
い
位
置
で
岩
が
出

る
の
は
、
あ
る
程
度
仕
方
の
な
い
部
分
も
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
工
事
の
遅
れ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
よ
り
明
確
に
分

か
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

イ
ン
フ
ラ
ス
ラ
イ
ド
で
ど
の
程
度
の
割

合
で
増
加
し
て
い
る
の
か
。

　
　

土
木
工
事
は
5
・
４
％
、
埋
立
処
分
棟

建
設
工
事
は
13
・
７
％
、
浸
出
水
処
理
施
設

の
工
事
は
２
・
３
％
増
加
し
て
い
る
。
埋
立

処
分
棟
に
つ
い
て
は
、
鋼
材
関
係
で
約
20
％

程
度
、
単
価
の
増
加
が
あ
り
、
当
該
工
事
の

鉄
筋
・
鉄
骨
工
事
の
比
率
は
約
50
％
弱
で
、

こ
の
鉄
筋
・
鉄
骨
の
増
加
率
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

廃
棄
物
対
策
　
　
　
　

　
　
　
　
特 

別 

委 

員 

会

本
市
と
美
浜
町
と
の
一
般
廃
棄
物
の
共

同
処
理
に
つ
い
て

説
明新

清
掃
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て

説
明

質
　
疑

問答問問

問 答

答新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

説
明質

　
疑

答

並
行
在
来
線
に
つ
い
て

答報
告質

　
疑

問

答
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項 目 一 覧

◎山　本　貴美子
　１　公立幼稚園の必要性について
　２　給食センターの建替について
　３　新幹線開業に伴う負担について
　　⑴　敦賀市の負担増の問題
　　⑵　在来線の運賃値上げの問題
　４　マイナ保険証の問題について

◎大　塚　佳　弘
　１　豪雨災害からの敦賀市の防災・減災について
　　⑴　内水氾濫（道路冠水等）の解消取り組みと課
　　　　題
　　⑵　避難所（指定避難所・福祉避難所）の開設対
　　　　応と課題
　２　ユニバーサル社会（共生社会）を目指す福祉政
　　　策等について
　　⑴　パートナーシップ宣誓制度の意義と今後の展
　　　　開
　　⑵　多文化共生推進と外国人への日本語教育推進
　　　　の課題
　　⑶　障害者差別解消法からのバリアフリー進捗と
　　　　課題

◎三田村　　　崚
　１　性的マイノリティ政策の今後について
　２　市役所職員の給与について
　　⑴　市役所職員の給与
　　⑵　市内民間事業者の給与
　　⑶　経済活性化に向けて
　３　タクシー事業者への補助金について

◎浅　野　好　一
　１　金ケ崎周辺整備について
　　⑴　現在の金ケ崎周辺の状況
　　⑵　金ヶ崎周辺整備構想と金ヶ崎周辺施設整備基
　　　　本計画
　　⑶　鉄道と港との関連
　　⑷　歴史ある敦賀との関連
　　⑸　ふだん使いの金ケ崎
　　⑹　金ケ崎周辺への動線
　　⑺　金ケ崎周辺のさらなる構想

◎河　瀬　太　治
　１　敦賀まつりについて
　　⑴　ごみ問題
　　⑵　仮設トイレ
　　⑶　交通規制
　　⑷　観光案内
　　⑸　お神輿
　　⑹　民謡踊り
　２　魚食の給食について
　３　運動施設について
　４　武道館の設備について

◎豊　田　耕　一
　１　職員の職場環境づくりについて
　２　犯罪被害者等支援条例について

◎松　宮　　　学
　１　インボイス制度導入について
　２　金ケ崎緑地へのオーベルジュ誘致について
　３　原子力発電所の問題について
　　⑴　日本原電２号機の再稼働申請
　　⑵　避難訓練
　　⑶　ヨウ素剤の事前配布

◎吉　田　隆　昭
　１　防災力の強化について（その２）
　　⑴　内水氾濫への対策
　　⑵　要支援者対象の避難訓練
　　⑶　笙の川堤防の雑木伐採
　　⑷　来迎寺橋の着工の見通し
　２　地域公共交通計画の基礎業務調査について
　３　保育士の最低基準の引き上げについて

◎橋　本　彬　穂
　１　生理の貧困について
　　⑴　学校での生理用品の配布状況
　　⑵　学校での月経についての教育
　　⑶　公共施設のトイレへの生理用品の設置
　２　つるが割について

◎縄　手　博　和
　１　サッカー場の必要性について
　　⑴　敦賀市の小中学生の現状
　　⑵　陸上競技場の現状
　　⑶　道の駅との併設
　２　高校を卒業して敦賀で就職される方への支援に
　　　ついて

◎山　本　武　志
　１　次期総合計画について
　　⑴　計画策定に向けた基本的考え方等
　　⑵　検討体制、スケジュール
　２　保育士のよりよい職場環境づくりについて
　　⑴　人員体制
　　⑵　業務の負担軽減

◎籠　　　太一朗
　１　今後の介護福祉の在り方について　その２
　　⑴　認知症基本法と認知症関連事業の現状と課題
　　⑵　介護人材不足問題
　　⑶　担い手の創出と処遇改善策

◎大　石　修　平
　１　市役所の障がい者雇用について
　２　市の花はぎと市の木まつについて
　３　ふるさと納税について
　４　市役所業務への生成ＡＩの導入について

◎北　條　　　正
　１　西公民館移転と課題について
　　⑴　西公民館移転場所の決定の経緯
　　⑵　新しい公民館の設計
　　⑶　一部中央公民館的機能
　２　市立敦賀病院について
　　⑴　地域医療構想と現状
　　⑵　市立敦賀病院の在り方
　　⑶　診療報酬加算
　３　中池見湿地について
　　⑴　基本的な考え
　　⑵　管理運営
　　⑶　中池見湿地施設の保全
　　⑷　中池見の緊急時対応

◎高　城　庄　佑
　１　ふるさと教育について
　　⑴　民謡踊りの伝承
　　⑵　若者の地域参加
　２　敦賀市総合運動公園陸上競技場の利活用につい
　　　て
　３　市立敦賀病院職員の待遇について

　９月 19・20・21 日の３日間、15 人の議員が一般質問を行いました。　一般質問
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給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
つ
い
て

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
伴
い
、
自

校
式
給
食
を
な
く
し
、
全
て
の
学
校
給

食
を
セ
ン
タ
ー
方
式
に
す
る
計
画
だ
が
、
自
校

式
給
食
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

答
　
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
セ
ン
タ
ー
方

式
に
統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

答
申
を
受
け
て
計
画
を
進
め
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
に
伴
う
負
担
に
つ
い
て

問
　
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
伴
い
発
生
す
る

敦
賀
市
の
負
担
は
い
く
ら
か
伺
う
。

答
　
敦
賀
駅
東
口
駅
前
広
場
関
連
の
経
費
、

は
３
７
０
０
万
円
、
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く

い
の
負
担
は
５
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

問 

　
通
勤
・
通
学
定
期
の
値
上
げ
分
を
、

敦
賀
市
が
補
助
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
へ
の
市
の
負
担

は
運
賃
抑
制
を
目
的
と
し
て
お
り
、
税

と
料
金
と
の
負
担
割
合
は
整
理
さ
れ
て
い
る
。

豪
雨
災
害
か
ら
の
敦
賀
市
の
防
災
・

減
災
に
つ
い
て

問
　
内
水
氾
濫
へ
の
長
・
短
期
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
今
年
度
よ
り
３
ヶ
年
計
画
で
市
街
地

下
水
路
の
現
況
調
査
を
行
い
、
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
か
ら
効
果
的
な
下
水

路
整
備
の
基
礎
資
料
を
作
成
。
ま
た
、
既
存
水

路
の
点
検
、
清
掃
に
よ
る
流
下
能
力
の
確
保
、

水
位
監
視
の
職
員
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
（
共
生
社
会
）

を
目
指
す
福
祉
政
策
等
に
つ
い
て

問
　
県
が
進
め
る
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
敦
賀
市
で
は
、
多
文
化
共
生
の
推
進

に
向
け
、
県
の
国
際
交
流
協
会
と
連
携

し
た
取
組
を
行
う
。
具
体
的
に
は
生
活
・
日
本

語
教
育
の
相
談
対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
力
し
な
が

ら
、
外
国
人
住
民
の
方
の
実
態
把
握
と
、
必
要

に
応
じ
た
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

市
役
所
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

問
　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
初
任
給
の
賃

上
げ
額
、
賃
上
げ
後
の
初
任
給
は
い
く

ら
か
。
市
内
民
間
事
業
者
の
初
任
給
は
。

答
　
市
役
所
職
員
に
関
し
て
高
卒

は
１
万
２
０
０
０
円
増
額
の

1６
万
６
６
０
０
円
、
大
卒
は
１
万
１
０
０
０
円

増
額
の
19
万
６
２
０
０
円
で
あ
る
。
民
間
事
業

者
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
結
婚
に
関
し
て
、
給
与
が
多
い
場
合

と
少
な
い
場
合
と
で
未
婚
率
に
お
い
て

約
４
倍
も
の
開
き
が
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
。
ま
た
、
市
役
所
職
員
の
勤
勉
な
働
き
に
対

し
て
特
に
若
手
に
お
い
て
給
与
が
少
な
い
よ
う

に
思
う
。
人
口
減
に
関
し
て
出
会
い
の
場
を
増

や
す
等
の
対
策
も
結
構
だ
が
、
お
金
を
使
う
世

代
で
も
あ
る
若
手
職
員
の
大
幅
な
待
遇
改
善
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
敦
賀
の
み
が
賃
上
げ
を
し
て
も
、
市

外
に
出
て
い
く
お
金
も
多
い
た
め
難
し

い
と
は
思
う
が
、
仕
事
に
見
合
っ
た
給
料
と
い

う
の
は
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

金
ケ
崎
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
金
ヶ
崎
周
辺
等
デ
ザ
イ
ン
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
宿
泊
施
設
プ
ラ
ス
レ

ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
だ
け
、
か

つ
金
ケ
崎
緑
地
エ
リ
ア
内
だ
け
で
検
討
を
し
て

い
た
が
、
さ
ら
に
カ
フ
ェ
、
ス
イ
ー
ツ
、
マ
ル

シ
ェ
と
い
っ
た
複
合
施
設
と
し
て
賑
わ
い
を

作
っ
て
い
き
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
用
地
も
エ
リ
ア
内
に

含
め
て
検
討
し
方
向
性
を
拡
大
す
る
こ
と
で
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
事
業
規
模
、
採
算
性
等

の
課
題
に
対
し
て
民
間
開
発
事
業
者
が
主
体
と

な
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
敦
賀
駅
か
ら
氣
比
神
宮
、
金
ケ
崎
周

辺
へ
と
誘
導
す
る
案
内
サ
イ
ン
の
計
画

を
伺
う
。　
　
　

答　
新
幹
線
敦
賀
開
業
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
の
お
も
て
な
し
部
会
に
お
い
て
、

観
光
客
目
線
に
立
っ
た
案
内
サ
イ
ン
の
在
り
方

を
検
討
し
、
目
立
ち
や
す
い
柱
や
壁
面
に
観
光

客
が
目
的
地
を
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
距

離
を
表
示
す
る
な
ど
、
例
え
ば
氣
比
神
宮
ま
で

の
距
離
を
表
示
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　　掲載している原稿は質問者自身が作成しております。

山本貴美子

（日本共産党
敦賀市会
議員団）

大塚佳弘

（公明党）

三田村崚

（崚正会）

浅野好一

（市政会）

一
般
質
問
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敦
賀
ま
つ
り
に
つ
い
て

問
　
敦
賀
ま
つ
り
で
商
店
街
に
設
置
し
て

い
る
ご
み
箱
の
片
付
け
が
各
商
店
街
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。

答　
ご
み
箱
に
関
し
て
は
設
置
し
な
い
と

ご
み
が
散
乱
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
各
商

店
街
振
興
組
合
に
対
し
、
設
置
と
集
積
の
協
力

を
依
頼
し
た
。
来
年
度
以
降
は
ご
み
の
分
別
や

集
積
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
や
参
加
者
総
出

で
ご
み
拾
い
を
行
う
等
、
美
意
識
の
高
い
ま
つ

り
の
実
現
を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
ご
み
の
収
集
を
カ
ラ
ス
の
活
動
前
に

し
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
が
、
考

え
を
伺
う
。

答　
ご
み
の
収
集
業
者
に
収
集
時
間
の
前

倒
し
を
交
渉
し
た
が
、
対
応
不
可
と
回

答
が
あ
り
従
来
の
時
間
と
な
っ
た
。
来
年
以
降

は
再
度
協
議
を
実
施
す
る
。

職
員
の
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
市
長
の
公
約
等
も
あ
り
、
仕
事
量
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
両

立
し
て
い
く
の
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
早
期
に
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
打

ち
出
し
、
理
想
的
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
整
備
と
意
識

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て

問
　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

が
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の

軽
減
及
び
、
回
復
に
向
け
た
取
組
の
推
進
並
び

に
、
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え
る
地
域
社
会
の
形

成
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
条
例
制
定
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
条
例
制
定
が
市
民
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

他
市
町
の
取
組
等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て

問
　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
直
前
に
な
り
、
市

内
の
飲
食
店
や
零
細
企
業
な
ど
の
免
税

事
業
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
は
市
内
事
業
者
に
お
い
て

円
滑
に
制
度
導
入
に
向
け
た
準
備
が
進

ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
全
国
の
い
ろ
ん
な
団
体
か
ら
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
中
止
や
延
期
を
求

め
る
声
が
あ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

問　
国
の
動
き
も
見
極
め
な
が
ら
、
市
と

し
て
も
事
業
者
の
不
安
を
解
消
で
き
る

よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

原
子
力
発
電
所
の
問
題
に
つ
い
て

問
　
敦
賀
2
号
機
を
動
か
す
こ
と
に
対

し
、
市
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
再

稼
働
し
な
い
よ
う
国
や
日
本
原
電
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　
再
稼
働
し
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　防災
力
の
強
化
に
つ
い
て（
そ
の
２
）

問　
道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水
の
予
想
を

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
化
、
ス
マ
ホ
の
利
用
な
ど

は
考
え
て
い
な
い
が
、
浸
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
浸
水
が
ど
の
地
域
で
起

き
、
ど
の
程
度
な
の
か
な
ど
の
情
報
は
提
供
さ

せ
て
も
ら
う
考
え
で
あ
る
。

問　
要
支
援
者
対
象
の
避
難
訓
練
は
市
全

体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。
自
分
の
家
族
が
一
番
大
切
で
は
あ
る
が
、

要
支
援
者
を
ほ
っ
と
い
て
い
い
の
か
。
こ
の
問

題
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
く
の
か
。

答　
市
レ
ベ
ル
の
訓
練
に
要
支
援
者
を
対

象
と
し
た
避
難
訓
練
を
組
み
込
む
こ
と

は
可
能
。
大
き
な
課
題
は
支
援
者
の
確
保
な
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て

お
く
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
地
域
防
災
マ
ッ

プ
作
成
支
援
事
業
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
講
座
を

通
じ
て
啓
発
し
、
地
域
で
の
声
を
掛
け
ら
れ
る

関
係
の
構
築
、
避
難
の
課
題
の
共
有
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
引
き
続
き
や
っ
て
い
き
た
い
。

（市政会）

河瀬太治

豊田耕一

（市民クラブ）

松宮　学

（日本共産党
敦賀市会
議員団）

（無所属）

吉田隆昭
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　　掲載している原稿は質問者自身が作成しております。

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

問
　
生
理
用
品
が
欲
し
く
て
も
言
い
づ
ら

い
子
や
貰
い
に
行
け
な
い
子
の
為
に
、

配
布
カ
ー
ド
等
を
置
く
な
ど
言
葉
を
交
わ
さ
な

く
て
も
貰
え
る
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
配
布
カ
ー
ド
に
つ
い
て
各
学
校
の
校

長
先
生
を
通
じ
て
相
談
し
て
み
た
い
。

問
　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
ナ
プ

キ
ン
を
無
料
提
供
し
て
い
る
Ｏ
ⅰ
Ｔ
ｒ

（
オ
イ
テ
ル
）
を
敦
賀
市
に
も
設
置
で
き
な
い

か
。答

　
現
時
点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
が
費

用
や
条
件
な
ど
詳
細
を
確
認
中
。

つ
る
が
割
に
つ
い
て

問　
今
後
も
つ
る
が
割
継
続
の
考
え
は
な

い
か
。　

答　
物
価
高
騰
や
経
済
状
況
に
応
じ
て
今

後
も
継
続
し
て
い
く
か
考
え
て
い
く
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
必
要
性
に
つ
い
て

問
　
平
日
の
陸
上
競
技
場
は
、
市
民
の
方

向
け
に
一
般
開
放
を
し
て
い
る
が
学
生

向
け
に
、
学
校
の
長
期
休
暇
中
だ
け
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
協
議
の
結
果
、
長
期
休
暇
期
間
中
は
、

平
日
の
２
日
間
、
火
曜
日
と
木
曜
日
に

フ
ィ
ー
ル
ド
内
を
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
場
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
調
整
を
行
っ
た
。

問
　
敦
賀
市
が
道
の
駅
の
新
設
を
検
討
し

て
い
る
が
、
こ
の
道
の
駅
に
合
わ
せ
て

サ
ッ
カ
ー
場
を
併
設
し
て
は
い
か
が
か
。

答
　
サ
ッ
カ
ー
場
を
含
め
た
敦
賀
市
に
適

し
た
機
能
の
検
討
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
市
と
し
て
整
備
の
可
否
を
判
断
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

問
　
市
長
が
掲
げ
る
「
敦
賀
の
あ
た
ら
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
」
を
踏
ま
え
、
本

市
に
お
け
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
何
か
伺
う
。

答
　
新
し
い
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
各

分
野
の
政
策
を
連
携
さ
せ
て
好
循
環
の

う
ね
り
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
、
全
体
像
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

保
育
士
の
よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

問
　
園
児
と
の
個
別
の
関
わ
り
方
を
深
め

る
た
め
、
保
育
の
準
備
に
時
間
を
か
け

た
い
、
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
て
保
育
し
た

い
と
い
う
保
育
士
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
保
育
士
が
本
来
業
務
に
集
中

で
き
る
よ
う
、
除
雪
対
応
な
ど
を
他
に
委
託
す

る
等
の
対
応
を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

答
　
ま
だ
外
部
に
委
託
で
き
る
業
務
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
現

場
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

い
る
。

今
後
の
介
護
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い

て 

そ
の
２

問　
介
護
へ
の
意
欲
、適
正
、能
力
を
持
っ

た
人
材
が
安
定
的
に
入
職
で
き
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
や
、
将
来
に
向
け
、
自
身
の
専

門
性
を
高
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
制
度
の
構
築
や
、
ま
た
独
自
の
処
遇
改

善
費
の
創
設
等
が
早
急
の
課
題
か
と
考
え
る

が
、
今
敦
賀
市
に
お
い
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
市

独
自
の
取
組
の
予
定
は
あ
る
か
。

答　
介
護
人
材
の
確
保
や
定
着
支
援
に
お

い
て
、
若
手
人
材
の
確
保
や
介
護
職
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
定
着
支
援
の
た
め
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
現
在
、
本
市
に
お
い
て
介
護
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
対
す
る
取
組
や
介
護
人
材

が
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

は
行
っ
て
い
な
い
。
令
和
６
年
度
介
護
報
酬
改

定
に
当
た
り
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
と
と
も
に
、
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
は
、
次
期
計
画
に
向
け
て
介
護

保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
で
の
意
見
な
ど

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

橋本彬穂

（無所属）

縄手博和

（市政会）

山本武志

（市民クラブ）

籠太一朗

（無所属）
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市
役
所
の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

問
　
障
が
い
の
あ
る
方
を
複
数
人
雇
用
し

て
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
つ
け
、
個
人

の
特
性
に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
取
れ
、
そ
の
就

労
経
験
を
活
か
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

け
る
場
を
市
役
所
内
に
設
け
ら
れ
な
い
か
。

答
　
今
後
、
障
が
い
者
の
社
会
参
画
を
積

極
的
に
支
援
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
採
用
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
提
案
の
よ
う
な
部
署
の
設
置
も

検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
　
寄
附
者
に
よ
る
使
い
道
指
定
を
な
く

す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
使
い
道
を
ま
ず
事
業
単
位
で
示
し
、
そ
こ

へ
寄
附
を
募
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

答
　
寄
附
者
の
意
向
を
ど
う
や
っ
て
反
映

す
る
か
に
つ
い
て
は
研
究
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
的
な
運
用
も
こ
れ
か
ら
研
究
し
、
寄

附
者
と
市
民
双
方
が
望
む
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
使
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

西
公
民
館
移
転
と
課
題
に
つ
い
て

問
　
西
公
民
館
が
移
転
す
る
に
あ
た
っ
て

民
間
施
設
で
の
緊
急
避
難
も
必
要
に
思

う
が
対
応
策
を
伺
う
。

答
　
大
規
模
災
害
時
に
住
民
の
一
時
避
難

場
所
と
し
て
屋
内
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
開

放
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
と
企
業
が

災
害
応
援
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
促
進
し
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
敦
賀
市
と
し
て
自

治
会
と
近
隣
企
業
の
間
に
入
り
、
橋
渡
し
を
行

い
な
が
ら
、
協
定
締
結
に
基
づ
き
防
災
資
機
材

の
配
備
等
に
つ
い
て
も
、
県
と
と
も
に
支
援
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

市
立
敦
賀
病
院
に
つ
い
て

問　
市
立
敦
賀
病
院
の
老
朽
化
や
笙
の
川

の
洪
水
に
対
応
し
て
補
助
金
の
出
る
合

併
な
ど
敦
賀
病
院
の
将
来
の
在
り
方
を
問
う
。

答 　
医
療
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
合
併
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
考
え
方
も

重
要
で
あ
り
、
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、

慎
重
か
つ
着
実
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て

問　
民
謡
踊
り
を
教
え
る
学
校
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
理
由
は
な
に
か
。

答　
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た

学
校
が
あ
る
ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
や
外
国
語
教
育
、
防
災
安
全
教
育
な
ど
の

充
実
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
内
容
を
教
育
課

程
に
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た

め
。

敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

の
利
活
用
に
つ
い
て

問  　
陸
上
競
技
場
の
夜
間
開
放
と
、
夜
間

に
よ
り
安
全
に
運
動
す
る
た
め
の
ナ
イ

タ
ー
等
の
施
設
整
備
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
陸
上
競
技
場
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
体
力
向
上

と
健
康
増
進
に
寄
与
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

敦
賀
市
に
楽
し
く
住
ん
で
も
ら
え
る
た
め
の
施

設
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
社
会
人
を
は
じ
め

と
し
て
市
民
の
皆
様
が
可
能
な
限
り
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

大石修平

（市政会）

北條　正

（崚正会）

高城庄佑

（市政会）

　

　今後の紙面構成の参考にさせていただきますので、　以下のＱＲコードよりご協力をお願いいたします。

★★議会だよりアンケートにご協力お願いします★★

みなさんの

ご意見を

お聞かせください。
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 ・議会だより
　https://www.city.tsuruga.lg.jp/about_city/
parliament/shigikai_top.html 検 索敦賀市議会

　　　　　敦賀市議会ホームページに

　　　　　アクセス！

令和５年７月 12 日以降の主な議会活動の紹介です。

１６

予算決算常任委員会分科会（決算審
査）、産経建設常任委員会
広報広聴委員会
予算決算常任委員会（採決）、各派代
表者会議
議会運営委員会、全員協議会、本会
議（閉会）
総務民生常任委員会行政視察（～ 18
日）
文教厚生常任委員会行政視察（～ 18
日）
広報広聴委員会
福井県市町議会議員合同研修会
産経建設常任委員会行政視察（～ 24
日）
議会運営委員会行政視察

広報広聴委員会
議員研修会
議会報告会
出前議会報告会
出前議会報告会

12 月定例会の日程 （予定）

2 日

３日
５日

11 日

16 日

19 日
20 日
23 日

27 日

２日
15 日
16 日
17 日
20 日

（月）

（火）
（木）

（水）

（月）

（木）
（金）
（月）

（金）

（木）
（水）
（木）
（金）
（月）

文教厚生常任委員会
議会運営委員会
広報広聴委員会

文教厚生常任委員会（所管事務調
査）
議会運営委員会行政視察
廃棄物対策特別委員会（現地調査）
産経建設常任委員会
広報広聴委員会
タブレット導入検討ワーキング
産経建設常任委員会（所管事務調
査）

議会運営委員会
議会運営委員会、全員協議会、本
会議（開会）
予算決算常任委員会全体会・分科
会
広報広聴委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務民生・産経建設・文教厚生常
任委員会
原子力発電所・新幹線対策特別委
員会
廃棄物対策特別委員会
予算決算常任委員会全体会（決算
基本質疑）

10 月

11 月

2726

2524

2

30

5

 10

3

221817

15

20

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

   本会議
(一般質問)

常任委員会

  予算決算
常任委員会

(報告・採決)

   本会議
(一般質問)

   本会議
(一般質問)

特別委員会

   告示日

  予算決算
常任委員会

   本会議

1613 12

 9 876

１

11  November　～　12December2023

23

14

特別委員会

 11

19

21 22 23

29

20

2524 27 28 29

21

26

12

1911

4
  (議案説明・質疑)
   本会議
28

30

30


